
（１）概要

（２）主な歳入歳出補正予算（一般会計）

○

一般会計補正予算(第12号)

（３）主な繰越明許設定の補正（一般会計）

○

令和3年3月31日付専決補正予算（令和2年度）の概要について

（令和2年度一般会計補正予算第12号）

　一般会計は、既定の歳入歳出予算の総額に383万3千円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額を

287億3,262万8千円といたしました。補正内容は下記のとおりです。

◎　各種交付金などの歳入補正と基金への積立の歳出補正

◎　令和2年度内での事業完了が困難となった繰越明許設定の補正

　なお、集約の結果、歳入と歳出に差額が生じたため、財政調整基金繰入金を6,274万8千円減額する

ことで収支を調整しています。

　各種交付金などの歳入補正と基金への積立の歳出補正

○歳入

　■地方消費税交付金　　　　・・・5,382万8千円（財政課）
　■株式等譲渡所得割交付金　・・・1,035万9千円（財政課）
　■法人事業税交付金　　　　・・・  902万7千円（財政課）
　■環境性能割交付金　　　　・・・△660万4千円（財政課）
　■ふるさと思いやり寄附金　・・・  137万5千円（企画課）

○歳出

　■ふるさと思いやり基金積立金　・・・ 137万5千円（企画課）
　■森林環境譲与税基金積立金　　・・・ 245万8千円（農林課）

　

（単位：千円）

会計区分 補正前 補正額 補正後 備　　考

一 般 会 計 28,728,795 3,833 28,732,628

　令和2年度内での事業完了が困難となった繰越明許設定の補正

○繰越明許設定の追加
　■タブレット購入事業・・・繰越額 276万5千円（企画課）
　→新型コロナウイルス感染症の影響により製造元からの納期時期の目途が立たず、年度内
　　での導入が不可能となったため（需要の伸びにより生産が追いつかない状況）
　　※タブレット端末 60台（庁内各課ウェブ会議対応用として） 納品時期：R3.4月末日

　■新型コロナウイルスワクチン接種事業・・・繰越額 1,043万1千円（健康管理課）
  →国のワクチン供給状況によりワクチン接種開始時期に変更が生じたため
　　※令和3年2月5日付 専決処分（令和2年度予算）
　　　①医療従事者へのワクチン接種が、R3.3月から5月にかけて実施されるため
　　　②高齢者向けのワクチン接種券の発送が、R3.3月から4月中旬に変更されるため　など

△はマイナス（減額）を表しています。



（追加）

（変更）

補正前 補正後 増減額

232,500 316,100 83,600

101,707 104,197 2,490

繰越明許費

（単位：千円）

款 項 事業名 金　額

　2　総　務　費 1  総務管理費 タブレット購入事業 2,765

  4　衛　生　費 1  保健衛生費 新型コロナウイルスワクチン接種事業 10,431

  8　土　木　費 3  都市計画費 都市公園等整備事業

款 項 事業名

  8　土　木　費 2  道路橋梁費 道路新設改良事業（単独）


